
三
春
牛
乳
と
は
？

三春町×酪王協同乳業株式会社で協力してつくりました！

ふ っ こ く み    は   る ぎ ゅ う    に ゅ う

　

昔
、御
木
沢
農
協
で
は
、牛
乳
で
み

ん
な
の
暮
ら
し
を
よ
く
し
よ
う
と
考

え
て
、昭
和
32
年
に
三
春
駅
前
に
工
場

を
建
て
て「
三
春
牛
乳
」を
つ
く
り
始

め
ま
し
た
。

　
最
初
は
、１
日
３
千
本
で
１
本
10
円

の
牛
乳
で
し
た
が
、３
年
後
に
は
１
日

約
１
万
本
に
増
え
ま
し
た
。三
春
牛
乳

は
、二
本
松
や
猪
苗
代
、会
津
若
松
、福

島
、い
わ
き
で
も
売
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、三
春
町
の
み
ん
な
の
暮
ら
し
は
、

と
て
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、昭
和
50
年
に
は
、も
っ
と

た
く
さ
ん
の
人
に
牛
乳
を
飲
ん
で
も

ら
お
う
と「
酪
王
牛
乳
」が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
が
、今
、学
校
給
食
や
お
家

で
飲
ん
で
い
る「
酪
王
牛
乳
」に
は
、三

春
町
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、牛
乳
で
み
ん
な
の
暮
ら
し

を
よ
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
つ

く
り
始
め
た「
三
春
牛
乳
」の
思
い
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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みはるまち らくおうきょうどうにゅうぎょう かぶしきがいしゃ きょうりょく

皆さんは、「三春牛乳」の話を聞いたことはありますか？
学校給食やお家で皆さんも飲んだことがある「酪王牛乳」は、昔「三春牛乳」として

三春町で、つくられていました。三春町では、皆さんに、おじいちゃんやおばあちゃんが、
みんなの暮らしをよくしようと、三春牛乳をつくっていたことを知ってもらって、

大人になっても忘れずにいてほしいという気持ちを込めて、
酪王協同乳業さんと一緒に昔の「三春牛乳」のビンと
「三春滝桜」をデザインしたパッケージをつくりました。

みな みはるぎゅうにゅう はなし    き
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　　　　　　　　　　　　　     　             く                                                                                                  みはるぎゅうにゅう し

らくおうきょうどうにゅうぎょう　　                 いっしょ　   むかし        みはるぎゅうにゅう　

おとな　　　　　　　               わす　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 きも　　     　　  こ

がっこうきゅうしょく らくおうぎゅうにゅう 　        むかし  みはるぎゅうにゅう                  うち　  みな　　        　 　の　　　             　　　　　　　 

 みはるたきざくら



復刻版パッケージへの思い

▲昭和50年頃。容量が180ml
から200mlに増量し、再び
黒い三春駒に。 

しょうわ　　　ねんごろ ようりょう

ぞうりょう ふたた

くろ みはるこま

▲昭和40年代中期頃のビン。
白い三春駒から、黒い三春駒
にチェンジ。

しょうわ

しろ みはるこま くろ みはるこま

ねんだいちゅうきごろ

▲昭和30年代誕生当時。シ
ンボルマークの三春駒の絵は
代々続いていきます。

しょうわ

みはるこま

だいだいつづ

ふっこくばん おも

え

ねんだいたんじょうとうじ

▲昭和40年代中期～昭和50
年頃。年代によって色や三春駒
のデザインが変わっています。

しょうわ

ねんごろ ねんだい いろ

か

みはるこま

ねんだいちゅうき しょうわ

酪王牛乳の原点である三春牛乳。今回の復刻で、先人たちの努力と思いを若い世代
に知ってもらうきっかけになれたらと強く思います。
酪王牛乳は、生乳本来の味に近く飲みやすいのが特徴です。骨を強くするカルシウ
ムが豊富で、栄養も吸収されやすいので毎日飲んでほしい飲み物です。酪農家、ド
ライバー、工場が一体となった徹底した品質管理のもと、美味しい状態で学校給食
や食卓へ届けています。復刻版牛乳をたくさん飲んで健康な体を目指しましょう！
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三
春
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
る
。

旧
御
木
沢
農
協
が
み
ん
な
の
暮
ら
し

を
よ
く
し
よ
う
と「
酪
農
」の
取
組
み

を
始
め
る
。

二
本
松
、猪
苗
代
、会
津
若
松
、福
島
、

い
わ
き
で
も「
三
春
牛
乳
」を
売
り
始

め
る
。

１
日
１
万
２
千
本
の
牛
乳
が
つ
く
れ

る
よ
う
に
工
場
を
大
き
く
す
る
。

「
三
春
牛
乳
」が
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
名

を
募
集
し
て「
酪
王
牛
乳
」と
な
る
。

御
木
沢
農
協
が
合
併
し
、三
春
農
業

協
同
組
合
に
な
る
。

三
春
町
合
併
70
周
年
と
酪
王
牛
乳
誕

生
50
周
年
を
記
念
し
て
、復
刻
牛
乳
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
つ
く
る
。

三
春
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
工
場
を
三
春

駅
前
に
建
て
て「
三
春
牛
乳
」を
つ
く

り
は
じ
め
る
。

郡
山
市
清
水
台
に
出
張
所
が
つ
く
ら

れ
る
。

雪
印
の
牛
乳
を
つ
く
り
始
め
る（
43
年

ま
で
）。
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◀三春駅前にあった三春ミルクプラント
　（写真：ENEOS三春駅前SSに掲示）

▲検ビン作業の風景（写真：「農協のあゆみ
　御木沢農協43年の記録」より）

けん　　　 さぎょう 　 ふうけい　 しゃしん　   のうきょう

 おぎさわ のうきょう　 ねん　    きろく

 みはる  えきまえ

   しゃしん　　　　　    みはるえきまえ　　　　けいじ

みはる

ぎゅうにゅう

いんよう

がぞう ひょうりゅうにゅうぎょう

※復刻版三春牛乳の売り上げの一部
は、三春滝桜の保全活動に使われます。
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